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［初出一覧］

　本書の各章の初出は以下の通りである。それぞれの初出論文には一部加筆

修正を施したことを断っておく。

　第 I 部

第 1 章「日本の英文学研究と戦争」（『英米文学と戦争の断層』、関西大

学出版部、2011 年）

第 2 章「「日本の英文学研究」考」（『外国語学部紀要』第 9 号、関西大

学外国語学部、2013 年）

　第 II 部

第 1 章「ドーラ頌─『デイヴィッド・コパーフィールド』論」（『イギリ

ス文学評論 IV』、創元社、1992 年）

第 2 章「『デイヴィッド・コパーフィールド』─増幅する自我─」（『イ

ギリス小説入門』、創元社、1997 年）

第 3 章「Great Expectations の謎」（Poiesis 第 6 号、関西大学大学院英

語英米文学研究会、1978 年）

第 4 章「Great Expectations の結末考」（『研究紀要』第 11 巻第 2 号、

近畿大学教養部、1979 年）

第 5 章「『大いなる遺産』の人物たち」（『近代風土』第 22 号、近畿大学

出版部、1985 年）

第 6 章「『大いなる遺産』のピップ像」（『研究紀要』第 13 巻第 1 号、近

畿大学教養部、1981 年）

第 7 章「『大いなる遺産』─ヒロインの変容・虚像と実像の狭間で─」

（『ヴィクトリア朝の小説─女性と結婚─』、英宝社、1999 年）
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第 8 章「Oliver Twist における Nancy 像について」（『常磐会短期大学

紀要』第 7 巻、1979 年）

第 9 章「Oliver Twist の謎」（『研究紀要』第 12 巻第 2 号、近畿大学教

養部、1980 年）

第 10 章「『オリヴァー・トゥイスト』─翻訳本に見るディケンズ像」

（『楽しめるイギリス文学─その栄光と現実─』、金星堂、2002 年）

第 11 章「Hard Times に関する一考察」（Poiesis 第 4 号、関西大学大

学院英語英米文学研究会、1977 年）

第 12 章「Hard Times の謎」（『研究紀要』第 12 巻第 3 号、近畿大学教

養部、1981 年）

第 13 章「Hard Times における作家の人間洞察眼」（『研究紀要』第 14

巻第 1 号、近畿大学教養部、1982 年）

第 14 章「Hard Times 再考」（『研究紀要』第 17 巻第 2 号、近畿大学教

養部、1985 年）

第 15 章「ディケンズの小説作法」（『研究紀要』第 21 巻第 2 号、近畿大

学教養部、1989 年）

第 16 章「E. M. フォースター『インドへの道』考」（『近代風土』第 29

号、近畿大学出版部、1988 年）

第 17 章「The American に関する一考察」（『千里山文学論集』第 18 号、

関西大学大学院文学研究科院生協議会、1977 年）

第 18 章「英語教育における英文学研究の意義」（『関西大学教職課程研

究センター年報』第 15 号、2001 年）

第 19 章「英文学研究と言語意識」（『日本英語コミュニケーション学会

紀要』第 16 巻第 1 号、2007 年）

第 20 章「ブロンテ姉妹はわれらが救世主たりうるか」（『外国語研究─

言語・文化・教育の諸相』、ユニウス、2002 年）
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第 21 章「小説と読者」（『香散見草』第 10 号、近畿大学中央図書館、

1988 年）

第 22 章「外国語教育における活字メディアの意義」（『関西大学視聴覚

教育』第 20 号、1997 年）

第 23 章「活字メディアと映像メディア」（『関西大学教職課程研究セン

ター年報』第 10 号、1996 年）

第 24 章「英語科教育法の現状と課題─担当者からの問題提起─」（『関

西大学教職課程研究センター年報』第 13 号、1999 年）
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［あとがき］

　1974 年（昭和 49 年）3 月に奈良教育大学教育学部文科英語専攻を卒業し

たあと、大阪教育大学大学院教育学研究科修士課程英語教育専攻に進学し、

1976 年（昭和 51 年）3 月修了後、さらに関西大学大学院文学研究科博士課

程後期課程英文学専攻に進み、1979 年（昭和 54 年）3 月、今で言う満期退

学、正式な言い方で言えば、所定単位取得後退学した。当時はおそらく、ド

クターコースとは言え、教える側にも学ぶ側にも、博士号取得という意識は

皆無だったと思う。「所定単位取得後退学」で充分、というのが当時の一般

的認識だったような気がする。

　就職の心配をすることはなかったと思う。同じ外国文学でも他領域のこと

は知らないが、少なくとも当時の英米文学の分野においては、きっとつぶし

が効くということであろうか、大学院修了生は大学の「英語」の教師に就職

することができた。現に筆者自身、大学院在学中に常磐会短期大学専任講師

に、そして所定単位取得後退学と同時に、近畿大学教養部専任講師に就任す

ることができた。恥を忍んで言うが、当時の筆者は、留学どころか、日本か

ら一歩も外に出たことはなかった。しかるに大学の英語の教師になれたのだ。

あの頃の筆者は、今から思えば赤面の至りだが、英米の研究機関に留学して

基礎から鍛え直すという発想は無く、あきれかえるほどに能天気な若者だっ

た。あの頃を思い出すだけで冷汗ものだ。

　だからドクターコースの三年間は、ひたすら英米文学作品の読解に耽溺し

た。ほかに何も考える必要はなかった。当時の大学院担当教授たちは、時代

とジャンルを超えて、英米のいろんな作品を、それも翻訳のない難解なテキ

ストばかりを選んで授業をした。教授陣は、ひたすら文学作品の読み方の極

意を院生に伝授しようとしたのではないか。まるで師匠が弟子に落語のネタ



410

を口写しで直伝するように。今主流のグループディスカッションもプレゼン

テーションもスピーチクリニックも、あの時代にはいっさい無かった。

　筆者のドクターコース時代の指導教授であった大西昭男（義父）は、2005

年（平成 17 年）2 月に逝去したが、亡くなる前、即ち、すべての役職から

離れ悠々自適の生活を送っていた時、「これまでの己の英文学研究って一体

何だったのか」と自問し続けていた。かつて数多くの教え子を大学の教壇に

送り出してきた大西昭男名誉教授の呟きは、当時 50 代半ばの筆者には衝撃

的だった。筆者の場合、関西大学内で学内移籍を繰り返すたびごとにその想

いは徐々に強まってはいたが、筆者よりははるか世代が上の大西昭男名誉教

授までもが英米文学研究への疑義を抱いていたとは知る由も無かった。

　すっかり時代は変わってしまった。ただし今、文学そのものが衰退したの

ではない。Fan Fiction（「二次創作」）等は、非常に盛んである。活字文化

は決して衰えてはいない。一日の仕事が終わった後、余暇を用いて、パソコ

ンに向かってせっせと創作活動に勤しむ日本の老若男女の数はかなり多いだ

ろう。彼らが集うさまざまなコミュニティのイベントは侮れない。

　停滞気味なのは、日本の英文学研究である。往時の勢いは無い。大学院重

点化という国の施策で、英文学専攻の院生の数は増え、それに伴って一見し

たところ学会活動も活発なように見受けられるが、果たしてその内実はどう

であろうか。英文学専攻の卒業生や修了生に就職のチャンスが少ないのが致

命的である。院生に関して言えば、博士号を取得したあとも、研究職への道

は閉ざされている。学部レベルで言うと、実社会から実践的英語運用能力や、

法律・政治・経済等の社会科学系の素養や知識がひたすら求められるため、

英文学研究は自ずと敬遠されがちとなる。世の中は、即戦力を求めるように

なったのだ。

　筆者は、2013 年（平成 25 年）10 月 5 日・6 日開催の日本英文学会中部支

部第 65 回大会で「特別講演」を依頼されたが、そのときのプログラムに載
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せた講演要旨は以下の如くである。本書執筆の趣旨と全く同じゆえ、転載し

て、この［あとがき］を終えたい。

　日本は今、重篤な状況にある。特に若年層の正規雇用が困難を極め

ており、彼らを覆っている閉塞感は筆舌に尽くし難い。我々大学人は、

活路を開くべく教育改革に邁進し、たとえば英語英文学関連で言えば、

実践的言語コミュニケーション育成を前面に押し出した。この結果、

明治・大正・昭和を通じて人文学系の諸領域の牽引役を果たし、圧倒

的な力と輝かしい実績を誇ってきた日本の英文学研究は、いくぶん時

代に取り残された感があると言えよう。迷走し生彩を失いかけている

今日の日本の英文学研究は、しかし、管見の限りでは、歴史と伝統に

裏打ちされた尋常ならざる「何か」を秘めている。それを明らかにす

るためにも私は、温故知新の精神に則り、日本の英文学研究界を主導

してきた過去の知の巨人たちの言説を傾聴するに如くはないと思う。

これによって今日の日本の英米文学界が抱える問題を剔抉し、社会性

のある英文学の地平を拓きたいと念ずる。

　本書の刊行は、「関西大学研究成果出版補助金規程」に拠るものである。

本書出版に際して、関係各位、とりわけ岡村千代美氏をはじめとして関西大

学出版部出版課の方々から多大なご支援を賜り、心から謝意を表したい。

　また筆者は、平成 25 年度春学期は国内研修員であり、そのため、「本研究

の一部は、平成 25 年度春学期関西大学研修員研修費によって行った」もの

であることも付記しておく。

　　2013 年（平成 25 年）9 月

宇佐見 太 市　記す　
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［人名索引］
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饗庭篁村　174
青木雄造　61
浅野和三郎　174
アノー，ジャン＝ジャック　343
天野郁夫　380
荒川龍彦　11, 12
アレン，ウォルター　256
イーグルストン，ロバート　39, 40, 

41, 43
石田英敬　44
泉鏡花　120
伊勢芳夫　37, 39, 42
伊丹十三　253, 254
伊藤整　3, 5, 8, 9, 10, 13, 20, 21
井上俊　367
ウィップル　90
ウィドゥソン，H. G.　43
ウィルソン，アンガス　49, 52, 66, 

108, 109, 136, 140, 147, 201, 272
ウェーバー，マックス　24
植田康夫　357
ウェルズ，H. G.　255
ウォー，イヴリン　333
梅棹忠夫　381
ウルフ，ヴァージニア　255, 256, 258
Adrian, Arthur A.　230
江藤淳　4, 12, 33, 34, 35, 36, 37, 315, 

316, 321, 374
海老池俊治　62, 63

エリオット，T. S.　255
エンデ，ミヒャエル　331
オーウェル，ジョージ　61, 62
大江健三郎　159
大久保喬樹　326
オースティン，ジェイン　115, 272
太田三郎　316
大津由紀雄　12, 16, 17
大西昭男　304
大橋栄三　174
岡村愛蔵　174
岡村直美　257
奥泉光　381
オトゥール，ピーター　254
小渕恵三　305

〔か　行〕

カーモード，フランク　263, 264, 266
カザミアン，ルイ　199
加藤周一　7, 8, 168, 169, 259, 274, 275
加藤秀俊　377, 381
カフカ　317
カヴニー，ピーター　159
柄谷行人　321, 374, 375, 377
河合隼雄　305
川勝平太　305
川澄英男　313
川本静子　50, 84, 85, 87, 101, 114, 128, 

135
キーン，ドナルド　8, 9, 10
北川梯二　180
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木田幸紀　344
キップリング，ラドゥヤード　253
キュアロン，アルフォンソ　131, 132, 

134, 136, 143
桐生操　326
草野柴二　174
クック，ガイ　43
國重純二　16, 17, 301, 322
国弘正雄　341, 342
厨川文夫　33
クルックシャンク　146, 154, 180
グレーザー，ミッチ　131
ケストナー，エーリヒ　329, 330, 331
ケトル，アーノルド　278
ケニー，ショーン　173
Kennedy II, George E.　162, 163
小池滋　180, 182, 209, 224, 323
香内三郎　323, 356
河野多恵子　325
ゴールズワージー，ジョン　255
小島静子　179
後藤明生　131
近藤耕人　323, 324, 355, 366
コンドン，デボラ　182

〔さ　行〕

斎藤勇　20, 321
齊藤美奈子　21
斎藤兆史　43, 44
堺利彦　174, 175
桜井哲夫　366, 367
指昭博　360
シェイクスピア，W.　5, 378
ジェイムズ，ヘンリー　279, 280, 282, 

295, 307, 309, 310, 381
司馬遼太郎　24, 376, 377

朱牟田夏雄　177
シュリア，ミシェル　326
ジョイス，ジェイムズ　255, 256, 381
ショー，ジョージ・バーナード　91, 

92, 135
白井厚　21
菅原克也　43, 44
鈴木建三　301, 302, 311, 320, 321
スタイナー，ジョージ　16, 17, 309, 

317
ストール，クリフォード　381
スマイルズ，サミュエル　200, 201
スミス，アダム　199
スレイター，マイケル　51
ゾペティ，デビット　378, 379
ゾラ　107

〔た　行〕
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高田里恵子　21, 22
高橋和巳　376
高橋五郎　174
高橋康也　115
滝浦真人　310, 311
滝裕子　104, 105, 107, 108, 109
竹内洋　380
竹友藻風　11
多田元樹　369
立花隆　381
巽孝之　34, 315
田辺昌美　13
田辺洋子　182
谷崎潤一郎　106
谷沢永一　338, 339
ダレスキー，H. M.　101, 120
チール，デボラ　131, 132, 134, 143
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チェスタートン，G. K.　51, 176
近松門左衛門　165
辻邦生　180, 202
津島佑子　168
津田梅子　174
坪内逍遥　15, 16, 32
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315, 333, 334, 380, 382
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135

照山直子　182
ドイル，コナン　176
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常盤新平　31, 377
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富山太佳夫　311, 321
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〔な　行〕
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323
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西垣通　359, 367, 381
西島建男　327
西部邁　345
西脇順三郎　33
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〔は　行〕

ハーディ，トマス　380
バート，ライオネル　173
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バジョット，ウォルター　146, 170
長谷部史親　173, 174
長谷部葉子　36, 37
バット，ジョン　90, 135
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羽仁進　343
馬場孤蝶　176, 177
バルザック　107, 115, 178
ビードネル，マライア　140
ピカート，マックス　378, 379
平野啓一郎　9
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フィールディング，ヘンリー　256
フェリス，ジェフ　173
フォースター，E. M.　204, 241, 242, 

243, 244, 246, 250, 253, 255, 256, 
257, 258, 259, 261, 268, 269, 272, 
273, 274, 275, 277, 278, 342, 381
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135, 313, 314
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福原麟太郎　179, 321, 323
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Brook, G. L.　74
ブロンテ，エミリ　327
白永瑞　27, 28
紅薔薇　175
ベネット，アーノルド　255
ベンサム　199
ヘンデル　71, 72, 73, 80
ホイジンガ　345
ホガース　154
本多顕彰　32, 33
本多季子　179

〔ま　行〕

前田愛　330, 331
マクルーハン　367
桝井迪夫　21, 22, 23, 24, 25, 26, 27, 28, 

29, 31
松浦和夫　34, 35
松村昌家　108
松本恵子　176
松本健一　305

松本泰　176
松元寛　28, 29, 30, 31
松本道介　21, 22
美内すずえ　325
水村美苗　381
三田誠広　336, 337, 338
宮崎孝一　52, 53, 84, 135
宮崎芳三　3, 4, 19, 20, 321
ミュア，エドウィン　204, 205, 206, 

243
ミル，ジョン・スチュアート　199
ミルトン　5
ミルハウザー　91, 135
村上春樹　310, 378
村松増美　341
メレディス，ジョージ　256
モーム，サマセット　62
持丸良雄　181
森田草平　108
森田芳光　361, 363, 364, 365, 366, 367, 

368
森瑤子　342, 343
森六郎　26

〔や　行〕

八島智子　44
保永貞夫　181
柳田泉　174
山口昌男　358
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山崎正和　136, 357, 366
山本史郎　43, 44
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吉田健一　9, 321, 374
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吉本ばなな　361, 362, 363, 366, 367, 



人名索引

417

368
米原万里　19

〔ら　行〕

ラター，マイケル　209
リーヴィス，F. R.　43, 115, 152, 185, 

192, 196, 201, 202, 221, 229, 234, 
241, 279, 280

リーン，デイヴィッド　134, 136, 342
リットン，エドワード・ブルワー　

84, 85, 87, 134, 135
ルイス，C. S.　110
Lubbock, Percy　204
ロレンス，D. H.　255, 256

〔わ　行〕

ワーズワース　5, 112
ワイルド，オスカー　106, 108, 323, 
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脇明子　120, 121
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〔あ　行〕

悪漢小説　63
アメリカ英語　24, 313, 314
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家庭のドラマ　221
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〔さ　行〕
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